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◆『アジア・キリスト教・多元性』第19号第1集をお届けいたします。 

 本研究雑誌は、「アジア・キリスト教・多元性」研究会の研究活動報告論文集として刊行さ

れ、本研究会の前身となる旧「アジア・日本のキリスト教と宗教的多元性」研究会」の研究ジ

ャーナルから数えて通算して第19号を迎えました。今回は、今年の2月頃より世界的に広範に

拡大した新型コロナウイルス感染への対応などの理由で、第18号への投稿が間に合わなかった

研究会メンバーのために、第19号を第1集と第2集の二つに分け、第1集を例年より半年早めに

刊行することになりました。執筆の方々はもちろん、研究会での議論に参加いただいたメンバ

ーの方々、特に、編集担当者に全面的な協力をいただくことによって、無事に刊行することが

できました。この場をお借りして、心よりお礼を申し上げます。なお、第2集は例年通り、年

度末に刊行の予定です。 

本研究論文集は創刊号より、電子ジャーナルをめざして刊行されてきましたが、第13号ま

では、必要部数に限り、冊子体での刊行も行ってきました。しかし、第14号からは、冊子体な

しの完全な電子ジャーナルとして、研究会ホームページと京都大学学術情報リポジトリにおけ

る公開ということになりました。電子ジャーナルという刊行形態であるため、今回のような変

則的な刊行も、比較的容易に行うことができました。 

◆2020年度の研究会の活動の詳細については、第2集の「研究会の活動内容（2020年度）」ま

た研究会ホームページに記載されることになりますが、先に説明しました新型コロナウイルス

感染拡大への対応として、多くの学会や研究会と同様に、本研究会でも、4月から7月までは、

毎月1回の研究会を中止し、8月からは、オンライン（Zoom）で研究会を開催しています。今

後、研究会の実施形態については見通しが立たない状況が続くものと思われますが、オンライ

ンなどの形態で柔軟に研究会を実施したいと考えています。ご協力をよろしくお願いいたしま

す。オンラインでの研究会の実施は、新型コロナウイルス感染拡大への対応という理由からで

したが、オンライン研究会には海外在住の方をはじめ遠方の方々に参加いただくことができま

した。この点で、オンライン研究会は、今後の研究会の実施形態として積極的に位置づけるこ

とができるかもしれません。 

◆2020年3月14日に本研究会の総会が開催される予定でしたが、新型コロナウイルス感染への

対応として、一部をメール会議に移行し、2020年度の研究会役員の決定については延期してお

りました。しかし、8月28日のオンライン研究会に合わせて、総会を開催し、2020年度の研究

会役員は2019年度の役員が継続して務めることになりました。 

◆研究会メンバーのこの4月以降の動向をお知らせします。山本美紀さんは青山学院大学教育

人間学部に教授として、洪伊杓さんは山梨英和大学に准教授として、そして三野和惠さんは京

都大学大学院教育学研究科に助教として、4月より着任されました。また、金香花さんは、9月

より中国の黄山学院で日本語教師として働いています。ご活躍をお祈りいたします。 

◆アルベルトゥス＝トーマス・モリさんが、2017年に立命館大学に提出し博士号を授与された

博士論文をもとに、『華人キリスト者の越境と宗教実践──中華性とミッションの人類学的研

究』（風響社、2020年）を刊行されました。この研究会で発表いただいた研究が思い起こされ

ます。 

◆今後とも、本研究会のために、各方面からのご協力を賜りますよう、よろしく、お願い申し

上げます。                                  
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